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【手続補正書】
【提出日】令和2年4月7日(2020.4.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　印刷ヘッドがラベルの所定の印刷可能エリア上に画像を印刷する印刷プロセスを制御す
る方法であって、前記方法は、
　（ａ）タイミングマークセンサと前記ラベルとの間の相対的移動をもたらすことと、
　（ｂ）ステップ（ａ）の間、前記タイミングマークセンサを用いてタイミングマークの
位置を検出することと、
　（ｃ）ステップ（ｂ）の後、ステップ（ｂ）で検出された前記タイミングマークの位置
から指定された距離で離れた画像位置に前記印刷ヘッドを位置付けるために前記印刷ヘッ
ドと前記ラベルとの間の相対的移動をもたらすことと、
　（ｄ）前記印刷ヘッドを作動させることと、
　（ｅ）ステップ（ｄ）の間、前記印刷可能エリア上に前記画像を印刷するために、前記
印刷ヘッドと前記ラベルとの間の指定された画像距離での相対的移動をもたらすことと
　（ｆ）前記ラベルが印刷済みであることを示すために、前記タイミングマークセンサに
よって検出可能なタイミングマーク修正部を前記ラベル上に印刷することと
　を含む、方法。
【請求項２】
　前記画像は、バーコードを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ラベルは、物品の曲面上に配設され、前記ラベルと前記タイミングマークセンサと
の間、および、前記ラベルと前記印刷ヘッドとの間の相対的移動をもたらすことは、前記
タイミングマークセンサおよび前記印刷ヘッドに対して前記物品を回転させることを含む
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、請求項１または請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記タイミングマークセンサは、前記タイミングマークセンサの前を通過する表面の反
射率を検出するように構成されており、ステップ（ｂ）は、前記タイミングマークセンサ
を通過する前記ラベルの一部の反射率を検出することを含み、前記タイミングマークの反
射率は、前記ラベルの前記タイミングマークの周囲の部分の反射率とは異なる、請求項１
～３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
　ステップ（ａ）を実行する前に、前記ラベルの存在を検出することを更に含む、請求項
１～４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項６】
　前記ラベルの存在は、所定の印刷表面存在閾値を超えるラベルの存在に起因する反射率
の変化に基づいて前記タイミングマークセンサによって検出される、請求項５に記載の方
法。
【請求項７】
　前記タイミングマークセンサを通過する前記ラベルの前記一部の前記反射率に基づく前
記タイミングマークセンサの出力から波形を生成することを更に含み、前記タイミングマ
ークは、所定のタイミングマーク閾値を超える前記波形の変化を検出することによって検
出される、請求項４に記載の方法。
【請求項８】
　負のタイミングマーク閾値を下回る前記波形の変化に基づいて前記タイミングマークの
第１の縁部を検出し、正のタイミングマークの閾値を上回る前記波形の変化に基づいて前
記タイミングマークの第２の縁部を検出することを更に含む、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記波形は、前記タイミングマークセンサの出力から連続的に記録された複数のデータ
点を含み、前記波形の変化を検出することは、現在のデータ点のための第１の波形値と、
前記現在のデータ点よりも前の所定の時点で記録されたデータ点のための第２の波形値と
を比較することにより、前記第１の波形値が前記第２の波形値と比べて前記所定のタイミ
ングマーク閾値よりも大きい差異を呈するかどうかを決定することを含む、請求項７また
は請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記タイミングマーク修正部を印刷することは、前記タイミングマークセンサによって
検出可能な様式で前記タイミングマークを変更する画像を印刷することを含む、請求項１
～９のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１１】
　前記タイミングマーク修正部を印刷することは、前記タイミングマークとは異なる追加
のマークを印刷することを含む、請求項１～９のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１２】
　ステップ（ｃ）は、前記印刷ヘッドを前記タイミングマーク上の印刷開始位置に置くた
めに、前記印刷ヘッドと前記ラベルとの間の、第１の所定の距離での相対的移動をもたら
すことを含み、前記タイミングマーク修正部を印刷することは、前記印刷ヘッドを作動さ
せ、前記印刷ヘッドと前記ラベルとの間の相対的移動をもたらすことを含む、請求項１～
１１のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１３】
　前記タイミングマーク修正部を印刷することは、
　前記印刷ヘッドを作動させ、前記印刷ヘッドと前記ラベルとの間の第１段階の相対的移
動をもたらすことと、
　前記タイミングマークセンサによって前記タイミングマークが検出されたら前記第１段
階を終了させることと、
　前記印刷ヘッドを作動させ、前記印刷ヘッドと前記ラベルとの間の指定された相対的移
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動量によって規定される第２段階の前記印刷ヘッドと前記ラベルとの間の相対的移動をも
たらすことと
　を含む、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　ステップ（ｃ）は、前記タイミングマーク修正部に続く印刷間隙を生じさせるために、
前記印刷ヘッドを作動させることなく前記印刷ヘッドと前記ラベルとの間の第３の所定の
距離での相対的移動をもたらすことを更に含み、前記第３の所定の距離での相対的移動の
後、前記印刷ヘッドは、前記印刷可能エリアにある、請求項１２または請求項１３に記載
の方法。
【請求項１５】
　ステップ（ｂ）は、前記タイミングマークセンサと前記ラベルとの間の相対的移動の方
向に対する、前記タイミングマークの先縁部および後縁部の位置を特定することを含み、
ステップ（ｃ）は、前記タイミングマークの前記後縁部の位置から指定された距離で離れ
た前記画像位置に前記印刷ヘッドを位置付けるために、前記印刷ヘッドと前記ラベルとの
間の相対的移動をもたらすことを含む、請求項１～１４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１６】
　前記タイミングマークセンサの輝度を、前記タイミングマークセンサの出力が出力上限
を超えることをもたらす第１のレベルに設定することと、
　前記タイミングマークセンサの前記出力は、ラベル全体に対する前記センサの移動を通
して、出力下限と前記出力上限との間であるようになるまで、前記タイミングマークセン
サと前記ラベルとの間の相対的移動をもたらしながら、前記タイミングマークセンサの前
記輝度を定期的に変えることと
　によって、前記タイミングマークセンサの輝度を測定するステップを更に含む、請求項
４～１５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１７】
　前記タイミングマークの長さを決定し、前記タイミングマークの前記決定された長さと
前記タイミングマークの予期される長さとを比較するステップを更に含む、請求項１～１
６のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１８】
　前記タイミングマークの長さが前記タイミングマークの前記予期される長さの所定の範
囲内である場合にのみ、ステップ（ｃ）～（ｅ）を完了させることを更に含む、請求項１
７に記載の方法。
【請求項１９】
　前記タイミングマークの長さを決定し、前記タイミングマークの前記決定された長さと
予期される長さとを比較するステップを更に含み、
　前記タイミングマークの長さを決定することは、
　前記波形の変化が前記負のタイミングマーク閾値を下回る前記波形上の第１の点を計算
することと、
　前記波形の変化が前記負のタイミングマーク閾値を上回る前記波形上の第２の点を計算
することと、
　前記波形の変化が前記正のタイミングマーク閾値を上回る前記波形上の第３の点を計算
することと、
　前記波形の変化が前記正のタイミングマーク閾値を下回る前記波形上の第４の点を計算
することと、
　前記第１の点および前記第２の点を二分する点と前記第３の点および前記第４の点を二
分する点との間における、前記タイミングマークセンサと前記ラベルとの間の相対的移動
量として前記タイミングマークの長さを計算することと
　を含む、請求項８に記載の方法。
【請求項２０】
　（ｆ）ステップ（ｅ）の後、前記タイミングマークセンサと前記ラベルとの間の相対的
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移動をもたらすことと、
　（ｇ）ステップ（ｆ）の間、前記タイミングマークセンサを用いて、前記ラベル上の前
記タイミングマークの位置を検出することと、
　（ｈ）ステップ（ｇ）で前記タイミングマークが検出されたとき、前記タイミングマー
クセンサと前記ラベルとの間の相対的移動量を決定することと、
　（ｉ）ステップ（ｈ）で検出された相対的移動量と、ステップ（ｅ）で印刷された前記
画像の端部と前記タイミングマークとの間の予期される距離とを比較することと
　を更に含む、請求項１～１９のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２１】
　前記タイミングマークの反射率がその周囲の反射率よりも低いように、前記タイミング
マークがその周囲よりも暗い、請求項４～２０のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２２】
　前記タイミングマークの反射率がその周囲の反射率よりも高いように、前記タイミング
マークがその周囲よりも明るい、請求項４～２０のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２３】
　タイミングマーク修正部を印刷することは、前記タイミングマークの長さを増加させる
ために延長部を印刷することを含む、請求項１～１０のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２４】
　前記タイミングマークは、前記ラベル中の切り抜き部分を備える、請求項１～９のいず
れか一項に記載の方法。
【請求項２５】
　前記タイミングマークは、一連のエンコーダ印のうちの１つ以上のエンコーダ印を備え
る、請求項１～９のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２６】
　前記タイミングマークは、前記ラベルが添付されている物品の表面上に形成された物理
的特徴を備える、請求項１～３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２７】
　前記タイミングマークは、１次元または２次元のバーコードを備える、請求項１～９の
いずれか一項に記載の方法。
【請求項２８】
　前記タイミングマークは、１次元または２次元のバーコードを備え、前記タイミングマ
ーク修正部を印刷することは、１次元または２次元のバーコードを印刷することを含む、
請求項１～９のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２９】
　前記タイミングマークは、２次元バーコードまたは１次元バーコードを備え、前記タイ
ミングマークの位置を検出することは、２次元バーコード読み取り機を用いて、前記２次
元バーコード内の、または、前記１次元バーコード内の、既知の座標の位置を識別するこ
とを含む、請求項２７に記載の方法。
【請求項３０】
　前記タイミングマークは、１次元バーコードを備え、前記タイミングマークの位置を検
出することは、１次元バーコード読み取り機が前記１次元バーコードを読み取ることがで
きる第１の位置として前記１次元バーコードの先縁部を識別することを含む、請求項２７
に記載の方法。
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